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を回折格子 として利用 した荷電 ripplonの励起によるもので,結晶格子は三角格子であ
る事 も確かめられた｡融解の起る点でのパラメータT-e2～/妄雪/kTmの値は131±7で
ある｡この結果は･ 2`次元古典電子系に対する分子力学的計算機実験 (Morf)や Kost-
erlitz･Thouless流 の扱いをした Halperin-Nelsonの理論 とよ く一致 している｡ 定量的議
論のためには,非調和項や転位対による弾性定数のくりこみの効果も重要である｡2次























特異な様相を示すことが最近 E.Abrahams等によって論 じられた [phys.Rev.Lett-










り構成 されている場合 を考えよう｡ Siの伝導帯の極小点はブリユアン帯の立方軸上の
等価な6個の点にある｡各極小点の近傍領域 を谷といい｡立方軸の方向によってIX谷.
のように呼ぶことに しよう｡有効質量の異方性を考慮 した単純な有効質量近似の範囲で
は,基底サブバンドは界面の方位により,2重 (001),4重 (110),6重 (111)に
縮退 していると考えられる｡また, (001)界面の試料に1軸性の歪みを加えて行 くと,
谷の上下シフトに伴ないある条件下では4重縮退が期待される｡ところが, P.∫.Stiles
(ブラウン大 )が総合報告 したように,ごく最近までシュブニコフ-ド･ハース振動の解
析はすべての場合に谷縮退度 2を与えていた｡この謎 を説明するために, (111)界面
試料では異常に大きな歪みが界面近 くにかかっているとか,フォノンを媒介とした谷間
引力相互作用によりCDW が作られている(Kely-Falicov)という説があった｡最近 St-
ilesは (110)界面試料で4重縮退の勢合を観測 した｡また. D.C.TsuiandG.Kam-

















川路等 (学習院大 )の推定値と, Nicholas(オックスフォード大 )や Kdhler(ウルツ
























転移が起ることが期待される∩ 彼等は,有効質量の小さい InAs層の厚さが 100A を越
すと担体密度が急増することを観測 したO超格子のもう一つの話題は, R.Dingle等 (
ベル研究所 )による変調 ドー プ法の開発であろうo彼等は, ドナー不純物をGaAIAs層
にのみ ドー プし,電子が GaAs層にあるような超格子 を作ったOこの電子移動度は,読
料を一様に ドー プした場合に比べて格段に大きく,そのことを利用して種々の精密測定
が可能になるo森 (東大 )と安藤は,電子状態と分布を自己無撞着的に計算 したoそれ
によると,単純な井戸型ポテンシャルからのずれの効果は大きい｡また,変調 ドー プの
場合の移動度は一様 ドー プの場合に比べてたしかに大きいが,実験値との定量的比較に
はまだ問題があるo第 3の進展は, E.Burstein (ペンシルバニア大 ),G.Abstreiter
(マクス ･ブランク研究所,グルノーブル ), ∫.M.Worlock等 (ベル研究所 )によっ










その会議の後,安藤 さんと ｢日本でやる時には,どれ くらい実験の報告があるだろうか｣
と語り合ったのだが,不幸にしてその危倶は的申した｡もちろん,川路研究室の若林に
よる α∬γの実験･川口によるフォノン散乱移動度の決定,河野等 (東大 )によるHe液
面からの電子脱出率の研究等,いずれも長年にわたる蓄積に基づいた立派な研究である｡
しかし,数年前に比べると,新 しい系,新 しい現象,新 しいアイデアを目ざした研究に
対する日本の寄与が少なかったのは,淋 しいことである｡
1976年 2乱 基研で開かれた研究会で,ウイグナ-結晶について活発な議論があっ
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た事を思い出す｡そのきっかけは,川路一若林による次のような実験事実であった｡強
磁場中で,あるランダウ準位にごく少数の電子が存在するような場合にはその電子が動
かないように見える.これをピン止めされたウァグナ-結晶 と見る理論が塚田,福山に
よって提出された｡福山一吉岡のピン止めされたCDW相の素励起の理論 も.その原型
はこの研究会で論じられた｡He液面電子系の事 も話題になった｡フォノンのUmklapp
励起によりウイグナ-結晶を検出する,というアイデアも論じられた｡ついでにいえば,
He液面の ripplon不安定性の話も出た｡それから約3年経った｡川路一若林の実験結
果は,その後不規則ポテンシャルの効果が大きいのではないかと考えられているようだ
が,まだはっきりとした説明はない｡一方,その他のことは,第2節で述べたように.
今回の会議で外国勢により次々と報告された｡喜ぶべきであるが,やはり残念でもある｡
ベル研究所には,所詮かなわないのだろうか｡ Leidererのくぼみの結晶や, Khaikin
(科学アカデ ミー ､モスクワ)お得意のHe液面上の電子の一生のような楽しい研究も
日本では無理なのだろうか｡
この会議に引き続いて基研で Summerlnstituteがあった｡こちらは低次元系の統計
物理が主題で,ほとんど理論家ばかり90名近 く集ったが,山中湖会議と両方に出席 し
た人は少なかった｡ Summerlnstituteの講師でもあった Sham氏は,若い統計力学屋
の大群に驚いていたが, ｢なぜ彼等は山中湖の会議には来ないのか｣と不思議がってい
たO筆者も,物理学会の度毎に物性基礎論 ･統計力学の分科が2会場にわたって行なわ
れるような状況は異常だと思 う｡このような理論家の姿勢 も,実験的研究のあり方に大
いに影響があると思 うのである｡
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